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今冬の豪雪を振り返る

令和７年度町政方針令和７年度町政方針



　　　　和７年度は、 第４次西会津町総合計画の最終年度であること

　　　 から、 これまでに取り組んできた事業の検証と併せて、 これか

らのまちづくりを見据えた次期総合計画の策定を進めるとともに、 引

き続き、 現行計画に基づき、 町の将来像 「笑顔つながり 夢ふくらむ

まち～ずーっと、 西会津～」 の実現に向け、 「健やかな人をともに育

むまちづくり」 「温故創新 地産地笑のまちづくり」 「いきいき健康 こ

ころつながるまちづくり」 「誰もがここちよく暮らせるまちづくり」 の方

向性のもと、 各種事業を総合的に実施していきます。

　特に、人口減少対策の三本柱として 「人材育成」 「移住定住の促進」

「健康長寿」 を事業推進の基本的な考え方に据えて取り組むととも

に、 デジタル戦略の着実な実行とＳＤＧｓの推進による 「持続可能な

まち」 の実現に向け、 全庁を挙げてまちづくりを進めていきます。

令和令和７７年度町政方針年度町政方針

所信表明

　これまで西会津町まちづくり基本条例に

基づく 「協働のまちづくり」 の推進のも

とに、 第４次総合計画で掲げた町の将来

像 「笑顔つながり 夢ふくらむまち～ずーっ

と、 西会津～」 その実現に向けてさまざ

まな施策を実施してまいりました。 そのい

ずれもが昨年迎えた町制施行 70 周年の

軌跡、 並びに 80 年、 90 年、 100 周年

を見据えた道しるべとなっております。

　次期西会津町総合計画の策定に取り組

む本年は、 これからの西会津町を形作る

１年にしたいと考えております。

　そのために西会津町の現在地を見定め、

新たな事業を計画し、 西会津町の魅力を

全国に広めさらなる活性化を図るべく、 引

き続き積極的なまちづくりを推進してまい

ります。

　「賑やかな日本の田舎、 やさしいふる里

西会津町」 へと続く新しい道筋を開き、

さらにスピードを上げて西会津町を前に推

し進めるため、 本年も職員と一丸となって

取り組んでまいりますので、 議員各位並

びに町民の皆さまのご理解とご協力をお

願い申し上げます。

　　　　　政運営にかかる取り組みについては、 ふ

　　　　　るさと応援寄附金事業をさらに推進してい

きます。 「日本の田舎、 西会津町。」 を最大限活

用した地域産品のブランド力強化並びに地域活性

化起業人の活用と地域産品の開発販売戦略を推

し進めるとともに、 10 箇所以上のインターネット

サイトを活用した地場産品のＰＲ、 現地ツアーおよ

び都内ＰＲイベントの開催などにより本町を寄付先

に選んでいただける仕組みづくりを推し進め、 寄

付額２億 5000 万円以上を目標に自主財源の確

保と西会津ファンの獲得に努めていきます。

　また、 まちづくりの根幹を成す 「まちづくり基本

条例」 に基づく町民主体の協働のまちづくりを一

層推進し、 「官民連携」 による効率的で効果的な

事業運営を進めます。

▲  ３月７日に開会した町議会３月定例会

で所信表明を行う薄友喜町長

令和７年度町政方針

計画の推進に向けて

行
基本方針

令

令和７年度町政方針
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定
事
業
や
、
滞
在
就
農
体
験
事
業

を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
計
画
に

お
け
る
地
域
農
業
の
中
心
的
な
担

い
手
と
な
る
集
落
営
農
組
織
や
法

人
、
中
核
農
業
者
の
支
援
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う

風
評
被
害
が
未
だ
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
風
評
の
払
拭

に
向
け
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
に

よ
る
安
全
・
安
心
な
農
林
産
物
の

Ｐ
Ｒ
と
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「
企
業
支
援
補
助

金
」
な
ど
の
補

助
を
引
き
続
き
実
施
し
、
町
内
企

業
の
支
援
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
に
よ
る

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
は
、
本
年

度
よ
り
集
団
で
の
保
育
が
困
難
な

傷
病
の
回
復
期
に
あ
る
園
児
を
一

時
的
に
保
育
す
る
病
後
児
保
育
を

開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
言
語
聴
覚

士
を
新
た
に
配
置
し
、
乳
幼
児
の

教
育
・
保
育
の
充
実
と
質
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
世
代
の
身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
、
保
健
師
と
保
育
士
、
言

語
聴
覚
士
が
チ
ー
ム
と
な
り
未
就

園
児
を
中
心
に
定
期
訪
問
す
る
な

ど
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
対
応
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
ど
も
園
の

入
園
児
に
つ
い
て
は
、
管
理
栄
養

士
も
加
わ
り
、
食
事
・
運
動
・
睡

眠
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

定
着
、
肥
満
、
口
腔
や
目
の
健
康

対
策
を
推
進
し
、
幼
児
期
か
ら
の

地
元
企
業
へ
の
雇
用
の
創
出
・
確

保
や
、「
創
業
支
援
事
業
」
や
「
空

き
店
舗
お
よ
び
空
家
利
活
用
補
助

事
業
」
な
ど
の
支
援
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。「
事
業
承
継
協
議
会
」

と
連
携
し
た
施
策
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

「
西
会
津
な
つ

か
し
Ｃ
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
」、「
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」、「
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
」

な
ど
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

が
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ

り
、
情
報
発
信
と
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
に
し
あ
い
づ
観
光
交
流

協
会
な
ど
の
関
係
団
体
や
、
西
会

津
応
援
大
使
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
、
観
光
資
源
の
環
境
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
温
泉
健
康
保
養

セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
源
泉
の
早
期

利
用
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
台
湾
と
町

が
積
み
重
ね
た
文
化
交
流
を
契
機

と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
目

指
し
、「
台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

向
け
た
地
域
の
魅
力
発
信
事
業
」

を
実
施
し
、
観
光
需
要
の
創
出
に

向
け
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

担
い
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、

農
業
者
の
経
営
力
を
高
め
、
農
業

生
産
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
儲

か
る
農
業
の
実
現
に
向
け
た
施
策

や
、
国
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
環
境
に

配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
西

会
津
町
農
林
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
戦
略
に
掲

げ
た
重
点
事
業
を
軸
に
、「
米
」「
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
」「
菌
床
キ
ノ
コ
」

の
振
興
を
３
本
柱
と
し
て
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
の
農
業
者
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業

の
体
制
構
築
に
向
け
、
令
和
５
年

度
に
設
立
し
た
西
会
津
町
農
業
公

社
の
運
営
支
援
を
行
う
ほ
か
、
健

康
な
土
づ
く
り
事
業
の
深
化
、
担

い
手
農
家
の
育
成
・
支
援
、
良
食

味
米
の
生
産
支
援
、
農
業
生
産
基

盤
設
備
の
更
新
、
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
の
強
化
、
森
林
の
適
正

管
理
の
推
進
を
重
点
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
西
会
津
産
米

　

持
続
可
能
な
町
内
産
米
の
生
産

振
興
に
向
け
た
西
会
津
産
米
生
産

健
康
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
思
春
期
に
お
け
る
保

健
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

性
や
妊
娠
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
得
て
、
自
ら
努
め
る
健
康
管
理

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」

に
つ
い
て
、
学
校
や
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
に

整
備
し
た
小
学

校
児
童
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
５

年
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
に
更
新
し
ま
す
。
こ
れ
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
環
境
を
最
大
限
活
用
す
る

た
め
、
学
習
用
ソ
フ
ト
の
充
実
や

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
開
設
し

た
「
学
び
あ
い
ラ
ン
ド
」
は
、
教

育
委
員
会
の
重
点
事
業
と
し
て
各

ラ
ン
ド
の
推
進
を
図
り
、
児
童
生

徒
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
学
び
を
創
出
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
学
校
運

営
に
参
画
す
る
「
学
校
運
営
協

議
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」
と
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し

た
「
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
」

安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
充
実
と
、
若
者
世

代
が
結
婚
や
出
産
、
そ
し
て
子
育

て
に
期
待
や
希
望
、
喜
び
が
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
令
和

７
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
第
３
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

出
産
祝
金
を
は
じ
め
、
保
育
料

の
無
償
化
、
乳
幼
児
家
庭
子
育
て

応
援
金
の
支
給
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
無
償
化
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
２
人
目
以
降
の

無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
子
ど
も
１
人
の
出
生
に
つ

き
、
10
万
円
を
支
給
す
る
妊
婦
の

た
め
の
支
援
給
付
や
、
児
童
手
当

な
ど
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
強
力
に
図
っ
て
い

き
ま
す
。

は
、
新
た
に
「
介
護
人
材
育
成
」

の
取
り
組
み
な
ど
へ
の
支
援
を
進

め
て
い
き
ま
す
。生

涯
を
通
し
た

人
材
育
成
の
た

め
、
講
座
の
開
催
や
発
表
の
機
会

を
設
け
、「
学
び
あ
い
ラ
ン
ド
」

を
活
用
し
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
主
体
性
を
も
っ
て
生
涯
学
習
に

取
り
組
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

す
る
な
ど
、
学
び
の
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

運
動
の
習
慣
化

に
向
け
、
気
軽

に
取
り
組
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
進
め
る
ほ
か
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
や
軟
式
野
球
大
会

な
ど
の
市
町
村
対
抗
競
技
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

成
果
を
発
表
で

き
る
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
博
物
館
の
製
作
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
伝
統
芸
能

の
継
承
と
芸
術
文
化
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

健やかな人を
ともに育む
ま ちづく りまちづくり

子
育
て
支
援

教
育
環
境

を
両
輪
と
し
た
学
校
と
地
域
の
協

働
・
連
携
を
推
進
し
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部
の
子
育

て
世
帯
が
、
お
試
し
移
住
を
し
な

が
ら
、
町
の
教
育
環
境
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
「
教
育
留
学
事

業
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
も
含
め

た
関
係
人
口
の
創
出
、
さ
ら
に
は

将
来
的
な
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
国
に

お
い
て
も
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
へ
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
に
先
行
し
本
年

度
よ
り
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償

化
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
西
会
津
高
校
に
つ
い
て

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

 

歴
史
・
文
化

 

・
芸
術

温
おん

故
こ

創
そう

新
しん

地地
ちち

産産
さんさん

地地
ちち

笑笑
しょうしょう

のの
ま ち づ く りま ち づ く り

農

林

業

移
住
者
に
寄
り

添
っ
た
質
の
高

い
移
住
支
援
お
よ
び
情
報
発
信
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
大
学
と

の
交
流
を
深
め
、
関
係
人
口
の
創

出
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
た

め
「
西
会
津
の
あ
る
暮
ら
し
相
談

室
」
を
企
画
情
報
課
に
移
管
し
て

さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

後
継
者
対
策
で
は
、
出
会
い
の

場
の
創
出
と
し
て
、
実
行
委
員
会

や
企
業
な
ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

と
、
県
が
運
営
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
や
結
婚
相
談
所
の
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
を
創
設
し
、
住
宅
の
取
得
費
用

な
ど
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

観
光
・
交
流

力
強
化
事
業
の
ほ
か
、
水
田
土
壌

診
断
事
業
、
西
会
津
一
う
ま
い
米

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
に
よ
り
、
良

食
味
米
の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化

お
よ
び
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

◎
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

　

土
壌
診
断
シ
ス
テ
ム
作
成
の
ほ

か
、
単
収
向
上
の
た
め
の
土
壌
病

害
虫
薬
剤
購
入
補
助
事
業
、
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
の
品
質
と
価
値
向
上
に

向
け
た
糖
度
測
定
器
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
菌
床
キ
ノ
コ

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
整
備
お
よ
び

貸
付
け
に
よ
り
、
産
地
化
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
む
生
産
者
の

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◎
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
た
め
、
鳥
獣
被
害
対
策
専

門
員
２
名
体
制
を
継
続
し
ま
す
。

　

新
た
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
地
域

づ
く
り
事
業
に
よ
り
自
治
区
が
主

体
的
に
取
り
組
む
地
域
ぐ
る
み
の

鳥
獣
被
害
対
策
を
支
援
し
、
被
害

防
止
力
の
強
化
に
努
め
、
被
害
の

低
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
風
評
払
拭

　

農
業
用
施
設
機
能
保
全
計
画
策

商

工

業

移
住
・
定
住

▲  子育てに希望を持てる町へ

▲  学びあいランド

▲  移住者交流会
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町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
健
康
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
推
進
事
業
が
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
鎌
田
實
先
生
や
奥
知
久

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
「
さ

す
け
ね
ぇ
輪
」
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
新
た
な
体
操
・

さ
す
け
ね
ぇ
輪
音
頭
に
つ
い
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
披
露
や
公
共

施
設
の
館
内
音
楽
に
使
用
し
た
普

及
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
に
出
向
い

て
実
技
講
習
を
開
催
す
る
な
ど
、

運
動
習
慣
の
定
着
化
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
町
民
の
運
動
習
慣

定
着
へ
の
支
援
と
し
て
気
軽
に
利

町
デ
ジ
タ
ル
戦

略
を
推
進
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
戦
略
的
に
有
効

に
活
用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
移
住
定

住
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
設
備
に
つ

い
て
、
防
火
水

槽
１
基
の
新
設
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
２
台
の
更
新
整

備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
活
動
環
境
の

見
直
し
の
ほ
か
、
消
防
力
の
充
実

強
化
を
図
り
、
防
災
ア
プ
リ
や
雨

量
観
測
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
効
率
的
に
活
用
し
、
災

害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

対
策
に
限
ら
ず
、
１
年
を
通
し
た

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の
強
化
な

ど
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
や

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
利
用

者
の
多
く
を
占

め
る
高
齢
者
の
利
便
性
を
高
め
、

新
た
な
利
用
に
繋
げ
る
た
め
、
サ

ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
と
し

た
出
前
講
座
を
活
用
し
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
を
分

析
し
、
バ
ス
交
通
体
系
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
の
確
保
と
持
続
性
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
え
、
良
質

町
雪
対
策
基
本

計
画
に
基
づ
き
、

官
民
協
働
に
よ
る
克
雪
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

今
冬
は
例
年
に
な
い
記
録
的
な

大
雪
と
な
り
、
野
沢
町
内
で
は
通

常
除
雪
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
集
中
除
排
雪
を
実
施

す
る
な
ど
交
通
確
保
に
努
め
ま
し

た
。
今
後
も
町
民
生
活
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
適
正
な
道
路
除
雪

体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
冬
期
間
で
も
安
心
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
日
々
の
生
活
の

支
障
と
な
る
除
排
雪
へ
の
対
策
と

し
て
、
雪
処
理
支
援
隊
の
充
実
と

除
排
雪
費
用
助
成
事
業
の
円
滑
な

運
用
を
進
め
ま
す
。
冬
期
間
の
雪

　

認
知
症
に
関
連
す
る
相
談
や
要

介
護
等
認
定
者
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
認
知
症
の
初
期
対
応

を
行
い
自
立
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
と
、
本
人
や

家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
体
制
の

強
化
と
し
て
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

に
し
あ
い
づ
」
の
活
動
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
で
の
見
守
り
体
制
に
つ
い

て
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
や
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援

し
、
見
守
り
協
定
を
締
結
し
た
郵

便
局
や
宅
配
業
者
な
ど
と
の
連
携

を
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

「
第
７
期
西
会
津

町
障
が
い
福
祉

計
画
・
第
３
期
西
会
津
町
障
が
い

児
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
近
隣

市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
、
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進

む
中
、
集
落
機
能
の
維
持
、
活
性

化
に
向
け
、
集
落
支
援
員
な
ど
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
ま

す
。
都
市
部
の
学
生
や
社
会
人
が

参
加
す
る
人
足
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

に
よ
り
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

いきいき健康
こころつながる
ま ち づ く りま ち づ く り

健
康
づ
く
り

用
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
な

が
ら
、
本
格
運
用
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
健
（
検
）
診
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
受
診
者
に
そ
の
結
果
を
説

明
し
、
生
活
改
善
に
つ
な
げ
る
た

め
、
正
し
く
健
診
結
果
を
理
解
す

る
機
会
の
充
実
と
、
二
次
検
診
の

受
診
勧
奨
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
助

成
事
業
に
つ
い
て
も
広
く
町
民
に

周
知
し
、
受
診
費
用
の
負
担
軽

減
に
努
め
な
が
ら
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
重
要
課
題
で
あ
る

多
量
飲
酒
や
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

は
、
若
い
世
代
や
働
き
盛
り
世
代

を
対
象
に
、
企
業
と
連
携
し
た
健

康
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
国
保
診
療

所
は
歯
科
を
除

く
町
内
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ

り
、
町
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
全
般
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
常
勤
医

師
３
名
に
よ
る
診
療
体
制
の
維

持
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
会

津
医
療
セ
ン
タ
ー
や
民
間
病
院
に

非
常
勤
医
師
の
派
遣
を
引
き
続
き

要
請
し
、
整
形
外
科
な
ど
の
診
療

を
継
続
す
る
な
ど
、
今
後
も
安
心

で
き
る
医
療
体
制
の
整
備
と
安
定

し
た
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
西
会
津
町
地
域

福
祉
計
画
・
西

会
津
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に

基
づ
き
、
元
気
高
齢
者
か
ら
要
介

護
高
齢
者
ま
で
全
て
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
、
切
れ
目
な
く
介
護
予

防
や
重
度
化
防
止
に
取
り
組
め
る

体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
医

療
と
介
護
、
福
祉
の
ス
ム
ー
ズ
な

連
携
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
老
人
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、「
西
会
津
町
医
療

介
護
連
携
推
進
基
本
構
想
」
の
具

現
化
に
向
け
た
検
討
チ
ー
ム
「
田

舎
ケ
ア
ハ
ー
ド
会
議
」
に
お
い

て
、
検
討
し
た
結
果
、
現
在
の
医

療
と
介
護
、
福
祉
機
能
が
集
約
さ

れ
た
環
境
や
福
祉
・
介
護
事
業
の

安
定
し
た
経
営
を
持
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
現
施
設
の
再
整
備
で

進
め
る
こ
と
が
優
位
で
あ
る
と
の

結
論
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

医

療

高
齢
者
福
祉

社
会
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

誰もがここち
よく暮らせる
まちづく りまちづく り

地
域
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
町
民
み
ん
な
で
身
近
な

環
境
に
目
を
向
け
、
脱
炭
素
社
会

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

取
組
み
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
策
定
し
、
有
識
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
の
宣
言
に
向
け
た
準
備
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

「
さ
ゆ
り
公
園
」
施
設
の
計
画
的

な
整
備
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
る
ほ
か
、
福
島
レ
ッ

ド
ホ
ー
プ
ス
と
の
連
携
な
ど
に
よ

る
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

が
簡
易
水
道
等

事
業
会
計
に
移

行
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
６

年
度
に
上
下
水
道
事
業
の
経
営
戦

略
を
策
定
し
ま
し
た
。
中
長
期
的

な
視
点
か
ら
さ
ら
な
る
効
率
化
、

健
全
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

老
朽
化
や
施
設
設
備
の
更
新
を
計

画
的
に
進
め
、
持
続
可
能
な
上
下

水
道
形
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

雪

対

策

交
通
体
系

・
道
路
網

情
報
通
信

消
防
防
災

安
全
対
策

自

然

・

環
境
保
全

上
・
下
水
道

の

整

備

な
社
会
資
本
を
将
来
に
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
効
果
的
な
整
備
と
効
率

的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、町
道
の
改
良
事
業
は
、

地
域
か
ら
の
要
望
な
ど
に
基
づ
き

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
や

ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
な
ど
の
修
繕
事

業
は
、
点
検
結
果
と
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
き
、
損
傷
度
や
路

線
の
重
要
度
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
、
計
画
的
に
修
繕
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
舗
装
に
つ
い
て
も
、
路

線
の
重
要
度
や
損
傷
度
な
ど
を
勘

案
し
、
計
画
的
に
修
繕
を
進
め
、

農
道
や
林
道
に
つ
い
て
は
、
そ
の

開
設
目
的
に
合
っ
た
維
持
管
理
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
・
県
道
に
つ
い
て
は
、
町
の

重
要
幹
線
と
し
て
、
そ
の
整
備
や

適
正
な
維
持
管
理
を
関
係
機
関
へ

要
望
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
町

縦
貫
道
路
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

早
期
完
成
に
向
け
た
整
備
促
進
を

積
極
的
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
８
月
の
水
害

に
よ
る
通
行
止
め
の
経
験
か
ら
、

災
害
に
強
い
道
路
や
、
河
川
の
整

備
を
国
、
県
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

▲  鎌田實先生　健康づくり特別講演会

▲  奥川七観音ウォーク

▲  町総合防災訓練

▲  一斉除排雪作業（野沢）
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今
冬
の

今
冬
の
豪
雪
豪
雪
を
振
り
返
る

を
振
り
返
る

　

今
冬
を
通
し
て
、
屋
根
雪
の
落
雪
や
屋
根
か
ら
の
落
下
な
ど
、
５
件

の
人
的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
一
緒
に
作
業
し
て
い
た
人
や
近
所

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
ラ
ス
戸
や
屋
根
先
の
破
損
な
ど
住
家
の
一
部
損
壊
が
多
数

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
壊
・
半
壊
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
３
月
15
日
現
在
）

　

１
月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
断
続
的
に
雪
が
降
り
続
き
、
９
日
午
前
９
時
ま
で
の
24
時
間
降
雪
量
が
全
国

１
位
の
51
㎝
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
少
雪
か
ら
一
転
し
て
記
録
的
な
大
雪
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
10
日
に
豪

雪
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
警
報
を
伴
う
大
雪
が
続
き
、
２
月
７
日
に
は
観
測
史
上
３
位
と
な
る
１
７
２
㎝
を
記
録
し
、
62
年

ぶ
り
と
な
る
大
雪
に
よ
る
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
要
援
護
世
帯
の
う
ち
放
置
す
れ
ば
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
る
住
家
を
対
象
に
除
排
雪
を
実
施
し
た
ほ
か
、
対
象
外
と
な
っ
た
自
力
で
の
除
排
雪
が
困
難
な

高
齢
者
世
帯
を
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
の
選
手
や
町
職
員
が
訪
問
し
て
、
除
排
雪
を
行
い
ま
し
た
。

▲  自力での除排雪が困難な高齢者宅を町職員が訪問して除排雪を行いました 

▲  福島レッドホープスの選手の皆さんに協力いただきました

　

暖
冬
が
続
き
「
昔
と
比
べ
て
雪
が
少
な
く
な
っ

た
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

近
年
の
雪
の
降
り
方
は
、
短
い
期
間
に
一
気
に
降

り
積
も
る
「
ド
カ
雪
」
が
特
徴
で
す
。

　

そ
の
一
因
に
温
暖
化
が
挙
げ
ら
れ
、
風
水
害
と

あ
わ
せ
て
「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
い
つ
で
も
」

季
節
に
関
わ
ら
ず
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
冬
の
豪
雪
を
教
訓
に
、
日
頃
か
ら
個
人
や
地

域
、
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
話
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
備
え
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

◆
り
災
（
被
災
）
証
明
書
を

　

発
行
し
て
い
ま
す

　

り
災
（
被
災
）
証
明
書
は
、
自

然
災
害
に
よ
り
家
屋
や
家
財
な
ど

に
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、
被
害
状

況
を
確
認
し
、
そ
の
内
容
を
証
明

す
る
も
の
で
す
。
保
険
金
の
請
求

等
で
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
被
災
状
況
の
写
真

②
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
等
）

※
す
で
に
被
災
し
た
建
物
な
ど
を

修
繕
し
た
後
の
申
請
は
、
被
害

の
程
度
が
確
認
で
き
な
い
た

め
、
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈最大積雪深〉

１位　２１３㎝　昭和 56 年２月

２位　１８３㎝　昭和 56 年３月

３位　１７２㎝　令和  ７年 ２月

４位　１６６㎝　平成 25 年１月

５位　１５７㎝　平成 27 年２月

〈最大 72 時間降雪量〉

１位　１２５㎝　平成 22 年 12 月

２位　１２４㎝　令和  ７年   ２月

３位　１２２㎝　平成 27 年   ３月

４位　１２１㎝　昭和 63 年   １月

５位　１１５㎝　平成 13 年   １月

１月８日・10 日

大雪警報

１月 30 日

大雪警報

２月５日

６日

【問い合わせ先】
町民税務課
町民生活係

☎４５―２２１５

大雪警報

平均値の

約 2.5 倍 降雪量（㎝）積雪深（㎝）

出典：気象庁ホームページ
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　３月９日、 結城ハル子さん （小綱木） の満 100 歳

を祝う百歳賀寿贈呈式が行われ、 薄町長と町老人

クラブ連合会の二瓶穰
みのる

会長より賀寿の記念品が贈

られました。 ハル子さんが 「家族に感謝、 社会に感

謝、 西会津町に感謝しています」 と話した後、 親族

を代表して長男の和夫さんが謝辞を述べました。

　ハル子さんの趣味は編み物で、 手作りの毛糸の帽

子をプレゼントすることが楽しみになっており、 長生

きの秘訣は好き嫌いなく何でも食べることだと話して

いました。

西会津高校卒業証書授与式

西会津中学校卒業証書授与式

　３月１日、 西会津高校の卒業証書授与式が行われ、 ６人

の卒業生が卒業証書を受け取りました。

　式では、 名嶋明宏校長が卒業生一人一人に出ヶ原和紙

でできた卒業証書を手渡し、 「西会津高校の新たな礎を築

かれた皆さんなら次なる時代の担い手として活躍していくこ

とでしょう。 西会津高校の歴史を繋いでくれた皆さんに感

謝しています。 ありがとう」 とはなむけの言葉を贈りました。

　在校生代表の物江倖
こ う き

輝さんによる送辞のほか、 式の最後

には渡邉柊
しゅう

さんが 「西会津高校で得たさまざまな絆を胸に

新たな道へ進んでいきます」 と答辞を述べました。

　３月 13 日、 西会津中学校の卒業証書授与式が行われ、

33 人の生徒が思い出のたくさんつまった学びやを旅立ちま

した。

　式では、 卒業生自身が漉いた出ヶ原和紙の卒業証書を

園部毅校長が一人一人に手渡しました。 園部校長は 「感

謝、 謙虚、 モラルの３つを大切にして周りから応援される人

になってください」 と式辞を述べ、 卒業生の皆さんを激励

しました。

　在校生代表の中村莉菜子さんによる送辞の後、 卒業生を

代表して齋藤煌介さんが 「西会津中学校での充実した時

間の中で学んだ多くのことを生かし、 前向きに進んでいき

ます。 この仲間が大好きです」 と答辞を述べました。

　式の最後には、 卒業生全員で式歌 「旅立ちの日に」 を

合唱し、 それぞれが新たな進路への一歩を踏み出しました。

▲ 卒業生代表答辞　渡邉柊さん

▲ 在校生代表送辞　物江倖輝さん

福島県教育 ・ 文化表彰

優秀教職員表彰を受賞

　２月３日、 福島県教育 ・ 文化関係表彰の表彰式が

福島市で行われ、 西会津中学校の山口郁
い く え

恵栄養教

諭 （写真左） が優秀教職員に選ばれました。 ３月３

日に山口栄養教諭が町役場を訪れ、 薄町長に受賞

を報告しました。

　山口栄養教諭は、 心身の健康の保持増進と健康

マネジメント能力の育成のため、 給食や授業で食育

を実践していることなどが評価され今回の受賞とな

りました。

全国中学ビブリオバトル決勝大会出場を報告大会出場を報告

　３月３日、 西会津中学校２年の山口紗
さ や

弥さん （写

真右） が町役場を訪れ、 第８回全国中学ビブリオバ

トル決勝大会の出場を薄町長へ報告しました。

　山口さんは、 「本のおもしろさを皆さんに伝えられ

るように練習の成果を発揮したい」 と意気込みを語

りました。 薄町長からは、 「これまでの練習の成果

を信じて福島県代表としての力を存分に発揮してき

てください」 と激励がありました。

　３月９日に立命館大学衣笠キャンパス （京都市）

で開催された決勝大会で優秀賞 （４位相当） の成

績を収めました。

結城ハル子さん 百歳賀寿贈呈贈呈
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西中町民図書館  新刊オススメ本西中町民図書館  新刊オススメ本

　「焦げたクロワッサン」 「夢見るフランスパン」 「恋す

るシナモンロール」 など、 タイトルもおいしそうなこの

作品は、 このミステリーがすごい！で大賞を受賞し

たパン屋 「ノスティモ」 を舞台に描かれる日常の謎

解きミステリーです。

　パンへの情熱がちょっと強めの店長や、 お調子者だ

けど面倒見のいい先輩など、 ノスティモで働く賑やか

な人たちに囲まれて漫画家を目指すアルバイト店員 ・

市倉小春が、 持ち前の鋭い視点で謎を解いていき

ます。 美味しそうなパンの描写が魅力的なミステリー

初心者にもおすすめの連作短編集です。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　手芸友の会町民ギャラリー　手芸友の会
今月は、山下　洋子さん（山口）の作品です。

『禁忌の子』

[ 山口 未桜 著 ]

東京創元社

『冬と瓦礫』

[ 砂原 浩太朗 著 ]

集英社

『謎の香りはパン屋から』

[ 土屋 うさぎ 著 ]

宝島社

『書いてはいけない』

[ 森永 卓郎  著 ]

三五館シンシャ

『親への小さな恩返し 100 リスト』

[ 田中 克展 著 ]

主婦と生活社

作品紹介

「バッグ ・ 帽子 ・ その他のリメイク」

　入会して２年、 目的は捨てられずにある着物 ・

洋服の整理でした。

　出来上がった時の達成感はひときわで、 試行錯

誤した苦労が吹き飛んでしまいます。 プレゼントし

ても喜んでもらえるのでやりがいにつながってい

ます。

　皆さんとのふれあいや、 脳の活性化にもなり、

有意義な時間を過ごしています。 「次はなにかな」

と楽しみです。

第３回町長杯健康マージャン大会開催

　２月 22 日、第３回町長杯健康マージャン大会が町公民館で開催されました。
　当日は、西会津健康マージャンクラブの会員など合計 20 人が参加し、和やかな雰囲気ながらも熱
い頭脳戦が繰り広げられました。また、参加者同士の交流の輪が広がる充実した大会となりました。

町民ミニミニ美術館
（町役場１階町民ホール）

　西会津中学校１学年、２学年の生徒が
美術の授業の時間に作り上げた彩り豊か
な作品が展示されています。

子ども英語教室閉講式

　２月 18 日、子ども英語教室「Touch the world」の閉講
式が行われました。閉講式では皆勤賞 13 人と努力賞 16
人の表彰を行い、矢部公民館長と講師のグレゴリー先生か
らその頑張りを褒められた子どもたちは大変誇らしげな様
子でした。
　閉講式終了後、最後の学習「復習カード取りゲーム」
と日本のハンカチ落としのような
「Duck Duck Goose（ダックダック
グース）」というゲームを行い、楽
しい学習で締めくくりました。

男
性
の
部

女
性
の
部

展示期間３月初旬～４月下旬

及川　良夫（上野尻）

山本　文夫（森野）

西名　清蔵（芝草）

佐藤　君子（下野尻）

長澤　文子（芝草）
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

さまざまな分野での功績をたたえ

　育顕彰表彰者の皆さんを紹介します教

　２月 12 日に予定していた表彰式は大雪の影響で中止となったため表彰された皆さんを
名簿にて紹介します。

氏名 学校名（学年） 表彰理由

塚原　 弥
あまね

（さゆりが丘）西会津小・１年 　「家庭の日」作品作文部門　小学校低学年の部最優秀賞

山口　紗
さ や

弥（５町内） 西会津中・２年 　ビブリオバトル福島大会　中学生の部優勝（全国大会出場）

眞部　 煌
こう

（芝草） 西会津中・２年 　全国中学校新人競漕大会　男子シングルスカル第４位

眞部　碧
あおば

葉（芝草） 西会津中・３年 　全日本中学選手権大会競漕大会　女子シングルスカル第５位

伊藤　心
ここね

音（芝草） 会津学鳳中・３年
　東北・北海道中学生なぎなた選手権　団体第１位　演技第２位
　試合個人第３位

伊藤　詩
し の

野（６町内） 会 津 高・３年
　全国高等学校総合体育大会　ローイング競技女子シングルスカル　
　第４位

渡部　櫻
さくらこ

子（黒沢） 会 津 高・３年
　日学（株）黒板アート甲子園 2024　エリア賞（北海道・　東北エリア）
　全国４位相当

清野　桜
おうだい

大（下小島） 会津工業高・１年　福島県高等学校新人体育大会　ボクシング競技Ⅱ部ライト級第１位

小林　芽
め い

生（９町内２）喜多方高・３年
　 国民スポーツ大会東北ブロック大会　ローイング競技少年女子舵手付
クォドルプル第３位

岩原　茉
ま ゆ

佑（７町内） 喜多方高・３年
　 国民スポーツ大会東北ブロック大会　ローイング競技少年女子舵手付
クォドルプル第３位

受賞種別 団体名 表彰理由

準特選 西会津中学校
　「自ら考える力」を身につけた生徒の育成
　～読解力（リーディングスキル）を生かした授業実践を通して～

奨励賞 西会津小学校
　子どもの自己実現を目指して
　～基礎的読解力を生かした授業づくり～

各種コンクール、競技会等で活躍した児童生徒（個人）[ 敬称略 ]

令和６年度　耶麻地区学校教育研究作品展（共同研究の部）

　

２
月
28
日
に
第
１
回
西
会
津
町
総
合
計
画
検
討
会
議
が
道
の
駅
よ
り
っ
せ
で
開
か
れ
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
あ
る
次
期「
西
会
津
町
総
合
計
画
」の
検
討
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
令
和
８
年
度
を
初
年
度
と
し
た
８
年
間
の
次
期
総
合
計
画
の
基
本
構
想
と
、
４
年
間
の
前

期
基
本
計
画
の
策
定
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
本
年
12
月
ご
ろ
ま
で
検
討
作
業
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

町
の
未
来
を
描
く

　

期
「
総
合
計
画
」
の
策
定
作
業
が
ス
タ
ー
ト

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
町
の
憲
法
に
位

置
付
け
ら
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
で
定
め
ら
れ
た
ま
ち
づ

く
り
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で

す
。
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
基
本
構
想
」、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
定
め
る
「
基
本
計
画
」、

そ
し
て
具
体
的
な
事
業
や
実
施
年

度
、
事
業
費
な
ど
を
定
め
る
「
実

施
計
画
」
の
３
つ
で
構
成
し
て
い

ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
町
の
将
来
像
と

そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
が
記
さ
れ
た
、
い
わ
ば
ま

ち
づ
く
り
の
設
計
図
の
よ
う
な
も

の
で
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
の
も
と
、
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
一
丸
と
な
っ
て
策
定
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
の
策
定
方
法

　

25
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
で
構
成

す
る
「
総
合
計
画
検
討
会
議
」
と
、

25
人
の
町
職
員
で
構
成
す
る
「
総

合
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
が
連
携
し
な
が
ら
策
定
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
６
月
ご
ろ
ま
で
町
の

将
来
像
と
分
野
ご
と
の
方
向
性
を

検
討
し
、
そ
の
後
、
分
野
ご
と
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
具
体
的
な

内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

10
月
ご
ろ
に
は
意
見
公
募
と
町

民
懇
談
会
を
実
施
し
、
12
月
町
議

会
定
例
会
に
提
案
す
る
流
れ
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

次

石
田　

美
香

佐
藤　

健
一

佐
藤　

紗
恵

山
口　

佳
織

青
木　

一
浩

青
津　

泰
平

江
川　

正
樹

大
石　

丈
二

小
柴　

忍

小
柴　

晴
男

鈴
木　

百
合
子

髙
松　

梓

津
川　

由
紀

（
小
綱
木
）

（
橋
立
）

（
上
野
尻
）

（
芝
草
）

（
４
町
内
）

（
縄
沢
）

（
９
町
内
１
）

（
森
野
）

（
７
町
内
）

（
戸
中
）

（
山
口
）

（
西
林
東
）

（
西
原
）

長
谷
川　

和
宏

長
谷
川　

紀
子

武
藤　

奈
美
恵

目
黒　

輝
夫

物
江　

義
榮

矢
部　

佳
宏

渡
部　

敦
子

渡
部　

佳
菜
子

渡
部　

友
子

（
松
尾
）

（
下
野
尻
）

（
上
小
島
）

（
牛
尾
）

（
下
小
島
）

（
中
ノ
沢
）

（
宝
川
）

（
５
町
内
）

（
西
原
）

総
合
計
画
検
討
会
議
委
員（
敬
称
略
）

新
田　

由
美
子

二
瓶　

穰

根
本　

大
輔

（
下
野
尻
）

（
上
野
尻
）

（
西
林
東
）

実施計画（３年間）

― 総合計画の期間 ―
2026 年 2032 年2027 年 2028 年 2029 年 2030 年 2031 年

基本構想（８年間）

前期基本計画（４年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

後期基本計画（４年間）

2033 年

実施計画は、３年間の
計画を毎年見直し

▲  委嘱状を受け取る佐藤健一
委員（写真左）
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町からのお知らせ ニュース＆

22 人の子どもたちが西会津小学校に入学

くたち わたしたち 新１年生ぼ

　この春、西会津小学校に入学する 22 人の新１年生の皆さんを紹介します。
　ご入学おめでとうございます。　　　　　　　　（令和７年３月14日現在）

〈問い合わせ先〉
　学校教育課　教育総務係　☎４５―２２１６

ます。
現在）

西 林

上 野 尻

下 野 尻

滑 沢

小 綱 木

髙松　笑
えみ り

莉さん

齋藤　 楓
かえで

さん

武藤　 遙
はる

さん

石川　 花
はな

さん

佐藤　華
かし ん

信くん

荒海　小
こう め

梅さん

１ 町 内

３ 町 内

５ 町 内

８ 町 内

９町内１

石川　 翔
しょう

くん

八島　凛
り お

桜さん

長谷川桃
もも こ

子さん

渡部　桐
きりゅう

生くん

鈴木　瑞
みず は

葉さん

青木　 萩
しゅう

くん

神田　 澪
みお

さん

渡部　愛
かな と

翔くん

芝 草

堀 越

森 野

西 原

佐藤　優
ゆ う

羽さん

田崎　未
みれ い

麗さん

渡部　花
か の

乃さん

坂井　紅
くら ん

蘭さん

橋本　 瞬
しゅん

くん

音田　梨
り の

乃さん

斎藤　 楓
かえで

さん

沼田やなぎさん

　３月２日、西会津町消防団・西会津消防
署による一般家庭防火指導が下野尻地区で
行われました。地元消防団員と西会津消防
署員が地区内各家庭を訪問し、住宅用火災
警報器や消火器の設置状況を聞き取り、実
際の設置現場を確認しながら指導を行いま
した。
　３月４日には町福祉介護課・西会津消防
署による高齢者一人暮らし世帯への住宅用
火災警報器の設置支援活動が行われ、町内
５世帯を訪問して住宅用火災警報器設置が
義務付けられている寝室への設置を実施し
ました。
　今回の活動は春の全国火災予防運動にあ
わせて行われました。

春の全国火災予防週間

般家庭防火指導・住警器設置活動を実施一

ん

（令和７年３月

６

う

ん

▲  地域住民の家庭を訪問し、
聞き取りを行いました

▲  住宅用火災警報器を
設置しました
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町からのお知らせ ニュース＆

◆
に
し
あ
い
づ
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド

　

平
日
・
午
後
６
時
30
分
〜
ほ
か

◆
マ
イ
ビ
デ
オ
募
集

　

皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
映
像
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
な
の
掲
示
板
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
（
有
料
）
随
時
受
付
中

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

４
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

再
開
の
お
知
ら
せ

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　

４
月
か
ら
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再

開
し
ま
す
。
毎
月
20
日
〜
22
日
に

検
針
員
が
検
針
を
行
い
ま
す
の
で

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
除

雪
・
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
冬
期
間
の
水
道
料
金

　

９
月
〜
11
月
分
の
使
用
水
量
の

平
均
で
納
め
た
12
月
〜
３
月
分
の

料
金
は
４
月
の
検
針
結
果
に
基
づ

き
、
過
不
足
分
を
精
算
し
ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
を

○
水
道
・
下
水
道
の
使
用
を
開

始
、
止
め
る
と
き
（
届
出
は
５

営
業
日
前
ま
で
）

○
長
期
不
在
に
な
る
と
き

○
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き

（
転
入
・
転
出
・
出
生
・
死
亡
な
ど
）

○
使
用
者
（
ま
た
は
所
有
者
）
名

義
の
人
が
亡
く
な
っ
た
、
ま
た

は
転
居
し
た
と
き

○
水
道
・
下
水
道
使
用
料
金
を
口

座
振
替
に
す
る
、
ま
た
は
振
替

口
座
を
変
更
す
る
と
き

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

漏
水
な
ど
に
よ
る

水
道
料
金
の
減
免

※
故
意
に
給
水
装
置
を
損
傷
さ
せ

た
場
合
や
、
漏
水
の
事
実
を
知

り
な
が
ら
修
理
を
怠
っ
て
い
た

場
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

◆
減
免
と
な
る
料
金

　

メ
ー
タ
ー
検
針
で
分
か
っ
た
水

量
か
ら
、
前
年
同
時
期
の
使
用
水

量
ま
た
は
前
３
カ
月
平
均
使
用
水

量
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
を
差
し

引
い
た
水
量
の
２
分
の
１
を
免
除

し
ま
す
。
免
除
す
る
期
間
は
最
高

４
カ
月
ま
で
で
す
。

◆
減
免
の
申
請
方
法

　

減
免
申
請
書
な
ど
は
、
町
指
定

給
水
工
事
事
業
者
を
通
じ
て
作
成

し
ま
す
の
で
、
施
工
業
者
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
町
指
定
給
水
工
事
事
業
者

　

事
業
者
一
覧
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

町
建
設
水
道
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

　

水
道
管
の
凍
結
や
老
朽
化
な
ど

に
よ
る
漏
水
が
原
因
で
水
道
使
用

料
金
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
町

指
定
給
水
工
事
事
業
者
に
よ
る
漏

水
修
理
を
行
っ
て
、
減
免
申
請
を

す
る
こ
と
で
、
水
道
料
金
の
減
免

措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
減
免
の
対
象
と
な
る
も
の

○
地
下
漏
水
な
ど
（
給
水
管
破

裂
、
接
合
不
良
、
メ
ー
タ
ー
接

合
不
良
、
壁
の
中
な
ど
の
容
易

に
発
見
で
き
な
い
給
水
菅
破
裂

な
ど
）

○
不
凍
水
抜
栓
の
不
良
に
よ
る
漏

水
（
接
合
不
良
、
パ
ッ
キ
ン
不

良
な
ど
）

○
特
殊
器
具
お
よ
び
高
架
タ
ン
ク

の
給
水
設
備
の
器
具
不
良
に
よ

る
漏
水

○
凍
結
に
伴
う
給
水
管
破
裂
に
よ

る
漏
水
（
積
雪
の
た
め
漏
水
箇

所
が
容
易
に
発
見
で
き
な
い
場

合
に
限
る
）

○
不
凍
水
抜
栓
の
操
作
不
良
に
よ

る
漏
水
（
半
開
閉
な
ど
）

▲  町ホームページ・
事業者一覧表
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

10 日 （木） は交通事故死ゼロを目指す日です

◆運動スローガン　「どんなときも　わすれちゃだめだよ　みぎひだり」

◆年間スローガン　「わたります　止まるやさしさ　ありがとう」

【運動の重点】

です

みぎひだり」

う」

10

◆運動スローガン

◆年間スローガン

１
歩行者優先意識の徹底と、 な

がら運転等の根絶やシートベ

ルト ・ チャイルドシートの適切

な使用の促進

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

国

民

年

金

の

加
入
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
加
入
者
以
外
で
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
忘
れ
ず
に

町
役
場
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
手
続
き
が
必
要
な
人

○
会
社
を
退
職
し
た
人

　

会
社
か
ら
資
格
喪
失
日
が
証
明

で
き
る
書
類
（
退
職
証
明
）
を
発

行
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
人

　

会
社
か
ら
扶
養
か
ら
外
れ
た
日

が
証
明
で
き
る
書
類
を
発
行
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
20
歳
に
な
っ
た
人
（
誕
生
日
の

前
日
が
取
得
日
）

　

年
金
機
構
か
ら
納
付
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
納
付
書
が
届
か
な
い

場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料

　

令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
７
５
１
０
円
で

す
。
便
利
な
口
座
振
替
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の

改
正
に
よ
り
、
４
月
か
ら
農
地
の

貸
借
は
「
地
域
計
画
」
に
基
づ
い

た
農
地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ

ン
ク
）
を
介
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

◆
農
地
バ
ン
ク
を
介
し
た
貸
借
の

メ
リ
ッ
ト

・
賃
借
料
の
精
算
は
農
地
バ
ン
ク

が
行
う
た
め
、
賃
貸
借
人
双
方

の
精
算
事
務
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
集

落
で
機
構
集
積
協
力
金
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
地
バ
ン
ク
を

介
し
た
農
地
の
賃
借

へ
移
行
し
ま
し
た

◎ ４月以降または地域計画
が策定された地域は農地
バンクによる農地の貸借
へ移行

貸し手 借り手

農地バンク

◆
留
意
点

・
賃
貸
借
人
の
双
方
に
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。（
貸
借
料
の
１

㌫
で
原
則
、
最
低
８
０
０
円
、

最
高
８
０
０
０
円
）

・
登
記
人
が
死
亡
し
て
い
た
際
に

は
相
続
関
係
説
明
図
等
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

農
地
中
間
管
理
機
構

　

喜
多
方
推
進
拠
点

　

☎
０
８
０
―
３
７
５
４
―
３
０
７
０

※ このほか、農地法に基づく賃借
もあります。

◆
納
付
の
免
除
・
猶
予

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
将

来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難

な
場
合
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
２
―
27
―
５
３
２
１

山
菜
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検

査

を

受

付

中

　

県
内
で
生
産
ま
た
は
採
取
・
出

荷
さ
れ
る
野
生
山
菜
、
栽
培
キ
ノ

コ
な
ど
は
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

出
荷
す
る
場
合
は
、
採
取
が
本

格
化
す
る
前
の
早
い
時
期
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
検
査
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

係

家
庭
血
圧
計
の

購
入
費
補
助
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の

予
防
対
策
の
一

環
と
し
て
、
家

庭
で
の
血
圧
測

定
を
広
く
普
及

す
る
た
め
「
自

動
電
子
血
圧
計

購
入
費
補
助
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、
１
台
あ
た
り
購

入
金
額
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限

５
０
０
０
円
）
で
、
初
め
て
購
入

す
る
人
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
自

動
電
子
血
圧
計
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
更
新
の
た
め
に
購
入
す
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
は
、
過
去
５
年

間
に
交
付
を
受
け
て
お
ら
ず
、

町
内
取
扱
店
か
ら
購
入
し
た
場

合
に
限
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

で
高
齢
者
の
生
活

を
見
守
り
ま
す

を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者

※
上
記
①
〜
③
の
利
用
要
件
に
該

当
し
な
い
人
か
ら
利
用
希
望
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ケ
ア
会
議
な

ど
を
活
用
し
て
判
断
し
ま
す
。

◆
利
用
料

　

月
額
４
６
２
０
円
（
税
込
）

※
所
得
に
応
じ
て
費
用
負
担
が
発

生
し
ま
す
。
前
年
が
所
得
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
は
自
己
負
担

は
０
円
で
す
。

◆
そ
の
他
注
意
事
項

　

本
シ
ス
テ
ム
に
係
る
装
置
は
貸

与
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
急
に

体
調
が
悪
く
な
っ
た
場
合
や
火
事

な
ど
日
常
生
活
で
困
っ
た
時
に
緊

急
通
報
装
置
の
非
常
ボ
タ
ン
を
押

す
だ
け
で
、
24
時
間
３
６
５
日
、

ア
イ
ネ
ッ
ト
緊
急
通
報
セ
ン
タ
ー

（
会
津
若
松
市
）
に
連
絡
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ア
イ
ネ
ッ
ト
で
は
、
通
報
内
容

に
応
じ
て
、
見
守
り
協
力
員
や
緊

急
連
絡
先
の
家
族
へ
の
連
絡
、
救

急
車
の
手
配
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
イ
ネ
ッ
ト
が
依
頼
し
て
い

る
地
域
の
警
備
員
が
確
認
に
駆
け

つ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
で

見
守
り
が
必
要
な
人
。
た
だ
し
、

利
用
の
決
定
は
次
の
条
件
を
加
味

し
て
町
が
決
定
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
支
援

以
上
の
高
齢
者

②
重
度
心
身
障
が
い
の
あ
る
高
齢
者

③
現
在
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

令
和
６
年
度
除
排
雪

費
用
助
成
が
終
了

給
付
券
で
受
け
た
登
録
事
業
者
の

皆
さ
ん
は
、
町
へ
の
請
求
漏
れ
の

な
い
よ
う
注
意
し
、
４
月
中
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

　

令
和
６
年
度
除
排
雪
費
用
助
成

事
業
（
給
付
券
）
は
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
給
付
券

は
表
示
し
て
あ
る
有
効
期
限
を
過

ぎ
た
除
雪
作
業
に
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
未
使
用
分
は
各
自
で
破
棄

ま
た
は
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
除
雪
作
業
の
支
払
い
を

子どもをはじめとする歩行

者が安全に通行できる道

路交通環境の確保と正しい

横断方法の実践

自転車 ・ 特定小型原動機

付自転車利用時のヘルメッ

ト着用と交通ルールの遵守

の徹底

３２

４月６日（日）～ 15 日（月）春の全国交通安全運動期間！
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

対象者

人間ドック助成事業申込のお知らせ人間ドック助成事業申込のお知らせ
町では健康増進および健康寿命の延伸を図

るため、 人間ドックを受診する人へ助成金を

交付します。
１．対象者
　　①町に住所のある町民のうち 40 歳以上の人（昭和 61 年３月 31 日以前生まれの人）
　　②令和５年度及び令和６年度において本事業の助成を受けていない人

２．申込方法
　　町指定の交付申請書（申込書）を記入し、申込受付期間内に町役場健康増進課に提出してください。
　　　※交付申請書は町ホームページからダウンロードするか、健康増進課で直接お受け取り下さい。

３．申込受付期間
　　４月 14 日（月）から４月 25 日（金）まで （平日　午前８時３０分～午後５時 15 分まで）

　　【申込にあたっての注意事項】
　　　※ご自身で直接、医療機関へ人間ドックの申し込みをした場合は助成の対象になりません。
　　　※ 申し込みが定員を超えた場合は抽選を行います。抽選の結果人間ドックを受診できなかった場合は町

の集団健診を受診してください。なお、人間ドックを受診した場合は、町の集団健診（特定健診・健
康診査、がん検診）は受けられません。

４．申込後の流れ

５．助成額及び自己負担額について（※助成金は町から医療機関へ直接支払います）

６．受診できる医療機関および主な検査項目（共通項目）
　　特定健診の項目（内科健診、身体計測、血液検査、尿・血圧など）
　　がん検診の項目（胃カメラまたはバリウム、胸部 X 線、検便など）

　　※共通項目以外のオプション検査を受診する場合は別途追加で料金が発生します。
　　　詳しくは、申請の際に健康増進課窓口で確認してください。
　　※参考金額は令和６年度の実績ですので、変更になることがあります。

５月下旬ごろ 受診日の約１カ月前ごろ５
受診日のお知らせ、受診券の送付 受診する医療機関から案内を送付 受診

受診（助成）回数 助成金額 自己負担額

1 回 上限３０，０００円まで
受診金額から助成金額を除いた金額が自己負担額です。
人間ドック受診時に医療機関へお支払いください。

医療機関名 受診期間 参考金額（税込） 受診枠

会津中央病院 ７月～９月まで 40,700 円 25 人程度

竹田綜合病院 ７月～ 12月まで 45,980 円 15 人程度

坂下厚生総合病院 ６月～ 11月まで 39,600 円
※組合価格あり 14人程度

佐原病院 ７月～ 12月まで 29,000 円 16 人程度

〈問い合わせ先〉　健康増進課　健康支援係　☎４５―４５３２
◆  詳細は別途配付のチラシで
　確認ください

児童手当の多子加算に関する
手続きについて

　令和６年度の児童手当法の改正に伴い、高校を卒
業した後も 22 歳に達する日以降の最初の３月 31 日
までの間にある子（大学生年代までの子）について
は、第３子以降加算（多子加算）の算定対象となりました。
　高校などを卒業した後も継続して子を監護相当および生計費の負担をし、受給者に経済的負担
がある場合は、受給者からの申請が必要です。

　令和７年度に新たに大学生年代になる子がいる場合は、受給要件の確認が必要となります。
　該当する大学生年代の子を監護し生計費を負担している人は、通知書に同封した「監護相当・生計費
の負担についての確認書」を提出してください。
　新たに大学生年代の子を養育し、多子加算の算定対象となる場合は、子育て支援センターまで問い合
わせください。

４月 16 日（水）
　福祉介護課　子育て支援係（子育て支援センター）

　１．子が３人以上おり、高校を卒業する（18 歳年度末を迎える）子がいる

　２． 子が３人以上おり、高専、短大、専門学校等の卒業予定年月が 22 歳年度末前に到来する子がいる
　　　（令和７年３月卒業予定の子）

　３．子が３人以上おり、新たに養育することとなる子がいる

　　　※１および２に該当する受給者には、３月中旬に通知を送付しています。

申請方法

申請期限および申請先

〈問い合わせ先〉
　福祉介護課　子育て支援係
　☎４５－４３３２
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 橙色が地元店▲ 橙色が地元店舗専用券。4,000円分を配付

▲ 緑色が共通券。2,000円分を配付000円分を配付

　町では、エネルギー・食料品価格などの物価高騰の
影響を受けている生活者の消費を下支えするとともに
町内経済の活性化を図るため、町民一人当たり 6,000
円の「西会津町生活支援商品券」を配付します。

◆利用できる事業所について
○ 同封している「西会津町生活支援商品券・取扱店一覧」
に記載のある事業所などで利用できます。詳細は、町
ホームページでも確認できます。

○ 利用できる事業所などには「西会津町生活支援商品券
取扱店」の表示がありますので、利用時に確認してく
ださい。

○ 今後、事業所情報が変更される場合は随時町ホーム
ページでお知らせします。

○ 商品券の取り扱いを希望する事業者は、西会津町商工
会に問い合わせください。

“ 西会津町生活支援商品券 ”“ 西会津町生活支援商品券 ”
を配付しますを配付します

◆商品券について
　世帯主宛てに世帯人数分の商品券を送付します。

◆基準日
　令和７年２月１日に西会津町に住民票がある人が
対象です。２月２日以降に転入、出生した人は対象
になりませんので注意してください。

◆配付時期
　ゆうパックで３月中旬から配付するため、地区や
家庭により配付時期が異なります。「近所が届いて
いるのに、まだ自分には届いていない」ということ
もありますので、あらかじめご了承ください。

◆利用期限について

令和７年６月 30 日（月）まで

〈問い合わせ先〉
◎商品券の取扱全般、取扱事業者について
　町商工会　☎４５―３２３５
◎商品券事業全般、配達関係について
　商工観光課　商工観光係　☎４５―２２１３

西会津町生活支援商品券（見本）

みみみみみみみみみみみみみみみ ほほほほほほほほほほ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんみみみみみみみみみ

みみみみみみみみみみみみみみみみみみ ほほほほほ んんんんんんんんんんんん

◀  町ホームページ・
取扱店一覧

税務署からのお知らせ

１． 令和６年分所得税等の口座振替日について

　　　 ・ 申告所得税及び復興特別所得税     　　　４　月 23 日 （水）

　　　 ・ 消費税及び地方消費税 （個人事業者） 　 ４　月 30 日 （水）

※振替納税を利用している人は、 振替日の前日までに預貯金口座の残高を確認ください。

　残高不足などで引き落としできない場合は、 納期限の翌日から納付日まで延滞税がかかる場合があります。

〈問い合わせ先〉
　喜多方税務署
　☎０２４１－２４－５０５０　（音声案内に従い「２番」を押してください）

法務省ホームページ　相続登記▶
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【注意】休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。
　　　   ご確認の上ご利用ください。

土曜診療日（第１・３土曜）

４月の休日当番医

４月の休日歯科医

日 医療機関名 電話番号 市町村

６日（日） 山田歯科矯正歯科 0242（36）7770

会津若松

13日（日） おぐみ歯科こども歯科 〃 （37）0418

20日（日） 渡辺ゆうぞう歯科クリニック 〃 （37）2232

27日（日） いしかわ歯科医院 〃 （75）5550

29日（火） 中央歯科 〃 （27）3065

日 医療機関名 電話番号 市町村

６日（日）

こしいしクリニック 0242（33）6100
会津若松

小野木クリニック 〃 （26）5533

小野病院 0241（22）0414 喜 多 方

渡辺医院 0242（83）3125 会津坂下

13 日（日）

そね内科クリニック 〃 （33）1024
会津若松

あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 〃 （28）1205

医療生協 きたかた診療所 0241（23）3611 喜 多 方

20 日（日）

いとう内科消化器科クリニック 0242（38）3733
会津若松

なるせとみこレディースクリニック 〃 （37）7851

喜多方市地域・家庭医療センター 0241（24）5320 喜 多 方

27 日（日）

やまみこどもクリニック 0242（23）4115
会津若松

耳鼻咽喉科鈴木医院 〃 （28）3387

くまたクリニック 0241（28）1233 喜 多 方

平野医院 0242（83）2243 会津坂下

29 日（火）
昭和の日

徒之町クリニック 〃 （26）6181
会津若松

かべや耳鼻咽喉科 〃 （24）4133

高橋小児クリニック 0241（25）7066 喜 多 方

荒井医院 0242（83）2224 会津坂下

心配ごと相談日

◆日時
４月７日（月） 、 28 日（月）
　各日午前９時～正午

◆場所
　老人憩の家

〈問い合わせ先〉
町社会福祉協議会
 ☎ 45-4259

納税・公共料金

◆水道料金・下水道料金
◆ケーブルテレビ使用料
◆インターネット使用料
　納期限　４月 10日（木）

◆軽自動車種別割
　納期限　４月 30日（水）

   　   診療所の土曜・
    　   整形外科診療日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

※ 整形外科診療日は発行時点
で決まっていないため下記
まで問い合わせください。

〈問い合わせ先〉
西会津診療所　☎ 45-4228
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「わたしと、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

わたしと、わたしと、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

健康増進課 健康支援係健康増進課 健康支援係
平野 平野 保健師保健師

　私たちのからだの中にはたくさんの臓器があり、
さまざまな働きをしています。中でも「腎臓」は生
きていくうえで大事な役割を果たしています。

腎臓は症状が出てからでは回復
が難しい臓器の 1 つです。腎臓
をいたわる生活を心がけて実行

することで、日々の生活や未来を楽しく豊かに
する「さすけねぇ輪」につなげていきましょう。

腎臓ってなにするの？
あなたの腎臓を元気に保つ生活について

【 　 　 　 】
血圧が高いと腎臓には大きな負担がかかります。まず
は、塩分摂取量を少なくすることから始めてみましょ
う。１日の塩分摂取量の目標値は、成人男性で 7.5g
未満、成人女性で 6.5g 未満、高血圧の方は６g 未満
が望ましいとされています。買い物の際は食品の成分
表示を注意して見る習慣をつけましょう。

１

【 　 　 　 】

血圧や血糖値が高くならないようにコントロールする
ことも大切です。腎臓は細かい血管の集合体になって
いるため、高血圧や高血糖による影響を受けやすいで
す。重要なのは食事と運動です。適度な運動、減塩・
適塩を意識することで、血圧や血糖値をコントロール
しましょう。

２

【 　 　    】１番大切なことは禁煙することです。喫煙は全身の血
管を狭め、血液が流れにくくなり体中に悪影響を与え
ます。腎臓の血管もタバコの影響によって狭くなり、
十分な血液が行き渡らず、体内の不要物を排出できな
くなります。タバコをやめることで、腎臓の働きが低
下する可能性を減らし、腎臓を元気に保つことにつな
がります。

３

　腎臓はからだの背中側、腰のあたりに左右 1 個ず
つあります。大きさは握りこぶし程度でそら豆のよ
うな形をしています。
　腎臓が適切に働けなくなると全身に影響が出て、
放置し続けると命にかかわります。では、大事な腎
臓を守るために何をすれば良いと思いますか？

減塩を意識しま
しょう

タバコはすぐに
やめましょう

高血圧・高血糖に
注意しましょう

図　腎臓のしごと図　腎臓のしごと
余分なもの

を排泄

血圧を

コントロールする

ビタミンＤを活性化

して骨を健康に

出典：患者さんとご家族のための
　　　CKD 療養ガイド 2024

酸素濃度を感知して

赤血球をつくるホル

モンをつくる

　

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

　

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

　

実
践
者

　

実
践
者

〈
健
康
の
た
め
に
や
っ
て
い
る

こ
と
は
？
〉

○
運
動
や
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

白
湯
を
飲
み
、
と
に
か
く
動
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日
や
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
毎
日
10
時

か
ら
や
っ
て
い
る
体
操
を
や
っ

て
い
ま
す
。

○
さ
す
け
ね
ぇ
輪
音
頭
を
始
め
ま

し
た
。

○
減
塩
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
納
豆
の
た
れ
を
半
分
に
し
て

使
う
な
ど
）

２月 28 日、公民館で実施したさすけねぇ
輪健康教室～血圧を考えよう 食生活編
～に参加した皆さん
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遠
えんどう

藤 海
か い と

渡  隊員

◆私の夢――

　僕が将来なりたいなと思っている職業は、 農家で

す。 父が農家で夏場、 部活や試合がない時によく

手伝っています。 機械に乗って汗をかきながら働い

ている父を見てかっこいいなと思って農家を選びま

した。 農家をやることは簡単ではないけど農家を目

指して勉強を頑張っていきたいです。

◆努力していること――

　努力していることは、 勉強です。 「農家は数学が

できないとだめだぞ」 と父から言われたので数学を

頑張っています。

　心がけていることは、 できるだけ父の手伝いをして

仕事を覚えることです。

◆未来の自分に一言――

　ちゃんと仕事をして、 いい家庭を築いてください。

［ 西会津中 ３年 ・ サッカー部 部長 ］

伊
い と う

藤  和
か ず と

斗 さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　３月1日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，３７６人　　 （－12人）

男 　 　２，６２３人　　 （－６人）

女 　 　２，７５３人　　 （－６人）

世　帯　 　２，４４８世帯　　 （－８世帯）

■ お誕生おめでとう

長谷川　月
つき は

映ちゃん　哲也・麻依　松尾

■ お悔やみ申し上げます

橋谷田ミユキ（95）　辰郎　 母 　４町内

新城　すみ子（90）　榮光　 母 　８町内

丹藤　ヤイ　（85）　浩正　 母 　８町内

渡邊　あきえ（55）　和幸　 妻 　９町内２

神田　功　　（76）　教徳　 父 　芝草

紫藤　眞理子（61）　隆彦　 妻 　下野尻

伊藤　幸男　（91）　幸治　 父 　呼賀

薄　藤一　　（98）　三惠子 父 　平明

遠藤　節子　（88）　剛一　 母 　高目

津川　久美子（67）　幸一　 母 　杉山

戸籍の窓口   
（２月受付分）

　飯豊山の写真。 初めて天

空の郷に行った時に撮った

写真です。

◆あなたのモットーは？

　始まれば終わる

◆最近感動したことは？

　きれいな飯豊山を見たこと

◆これからやってみたいことは？

　刺し子

◆次の方を紹介してください

　Ｓ ・ Ｔさん

山
やまうち

内  耕
こ う た

太 さん ［２町内］ 

これからもよろしく

お願いします。

武藤 ミユキさん （３月号）

からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

　埼玉県新座市出身、前居住地は
福島市。ボランティア支援担当と
して、令和６年４月に着任。昨年
度は市町村野球・ソフトボール、
ふくしま駅伝に参加。

活
動
２
年
目
に
向
け
て

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
部
門
担
当
の
遠
藤
海
渡
で
す
。
西
会
津
に
住
み
始
め

て
か
ら
、
も
う
１
年
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
月
日
が
経
つ

の
が
と
て
も
早
く
感
じ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
西
会
津
の
冬

を
越
え
、
暖
か
い
日
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

　

昨
年
度
は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
会
議
や
活
動

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
聞
き
取

り
を
し
た
り
し
て
、
西
会
津
町
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
得
た
情
報
や
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が

り
を
活
か
し
、
西
会
津
町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
に
全

力
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

僕
の
こ
と
を
見
か
け
た
際
に
は
、
遠
慮
な
く
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
！

◆趣味

　ものづくり

◆特技

　よく食べること

◆熱中していることは？

　ラーメン屋巡り

◆自分を一言で表現すると？

　多趣味
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と、『西会津町史』にはあります。「地方御家人」とは、地方に住む御家人 ( 藩士 ) のことで、
年貢は納めていません。地方の者の「者」は士ではなく人、平民だからです。
　藩では財政が逼

ひっぱく

迫すると、いろんな名目で多額のお金を上納させ、少額の賞
しょうかく

格出金をさせま
した。天明飢

き き ん

饉 (1782 ～ 1788 ごろ ) の後には新町村の肝
きもいり

煎が 355 両余、沼平村 ( 喜多方市
山都町 ) の肝煎が 100 両を上納し、山三郷代官の上申をもって地方御家人を願い出ましたが、
認められませんでした。
　安政６年 (1859)、野沢組６人、木曽組８人の肝煎が「拾石作地方の者の形の者」というこ
とで現れます。その後慶応４年 (1868) には、同じ人達が「拾石作地方の者」として現れてい
ます。「形の者」からさらに出金したので「地方の者」に昇格したとみられます。
　それでは、地方御家人は何人いたのでしょうか。慶応年間 (1865 ～ 1868) の御家人名簿が
３冊あり、その本が手元にあります。それぞれ 146 人、146 人、164 人の人名が書かれており、
全員合致しないので 164 人より増えると思われます。
　地方御家人は戊辰戦争で正奇隊を編成し、新政府軍と戦っています。北

きたかた

方方部の人は相馬直
登隊で白河口、坂部三十郎隊は三森峠 ( 郡山市 )、もう一隊は名称不明で赤谷口 ( 新潟県新発
田市 ) で戦ったとあります。そのほか藩士の諸隊に参加した人も多数おり、親子兄弟で参加し
た人もいるので、戦った人は 200 人を超えると考えられます。
　大谷組・吉田組の肝煎は、地方の者と書かれているのは確認できていません。
　野沢市場商人組頭の豪商小島二家には、「拾石作地方の形」と刻んだ墓石があります。一家
は 100 両を上納しているが「形」のままです。肝煎ではないからでしょうか ?

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その93その93
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今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
３
月
１
日
に
行
わ
れ

た
西
会
津
高
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
か
ら
。
高
校
生
活
最
後
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
６
人
の
卒
業
生
と
先

生
方
の
絆
に
、
見
て
い
る
こ
ち
ら

も
込
み
上
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
広
報
担
当
に
な
り
２
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
町
内
各
学
校
の

卒
業
式
で
は
、
毎
回
涙
を
こ
ら
え

る
の
に
必
死
に
な
り
な
が
ら
写
真

を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
10
㌻
に
関
連
記
事
）

今  

月  

の  

表  

紙

文：長谷沼  清𠮷

「地
じ か た ご け に ん

方御家人」と「拾
じっこくつくりじかた

石作地方の者
もの

」考
・拾石作地方の者という武士がいた。これは農村に田地を給され住みついた藩士。
・ 拾石作地方の者とは幕末に金銭の上納などによって名字帯刀を許された者で、地方御家人と
区別するために呼ばれた。

　　　　　　　( 参考文献 )
　　　　　　　　『西会津町史』、『山都町史』、『歴史春秋　45 号・83 号』、『会津藩士人名録』
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